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１１
月
１６
日
の
学
長
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
専
修
大
学
、
ラ

オ
ス
国
立
大
学
な
ど
ハ
ノ
イ

校
と
国
際
交
流
協
定
を
結
ぶ

な
ど
交
流
を
持
つ
９
大
学
２６

人
が
出
席
、
ハ
ノ
イ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

先
陣
を
切
っ
て
日
髙
理
事

長
・
学
長
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
係
わ
り
に
お

い
て
『
質
の
高
い
人
材
』
と

は
何
か
」
を
講
演
し
た
。

「
ハ
ノ
イ
校
と
の
交
流

は
、
多
角
的
視
野
を
持
っ
た

人
材
の
育
成
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
」
と
前
置
き
し
、

教
育
文
化
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構

築
に
際
し
て
求
め
ら
れ
る
の

は
「
人
間
の
営
み
が
固
有
の

文
化
的
特
性
に
根
差
す
こ
と

を
理
解
し
、
人
間
と
し
て
の

倫
理
コ
ー
ド
を
身
に
つ
け
た

人
材
だ
」
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
専
修
大
学
の
２１
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の

開
発
」
に
�
国
境
�
は
な
い

―
―
と
し
、
「
深
い
国
際
理

解
と
豊
か
な
人
間
性
を
土
台

と
し
、
ハ
ノ
イ
校
を
は
じ
め

ア
ジ
ア
圏
域
の
協
定
校
と
協

同
し
、
高
等
教
育
に
お
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
構
築
に
寄
与
し
た
い
」

と
ア
ジ
ア
の
大
学
間
の
連
携

強
化
を
目
指
す
姿
勢
を
示
し

た
。翌

１７
日
、
ハ
ノ
イ
市
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

の
記
念
式
典
は
「
ホ
ー
チ
ミ

ン
勲
章
授
与
式
お
よ
び
ベ
ト

ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
人
文

社
会
科
学
大
学
校
創
立
６５
周

年
記
念
祭
」
と
称
し
、
教
職

員
、
学
生
の
ほ
か
交
流
協
定

校
の
学
長
ら
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
か
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
発
展
に
寄
与

し
た
ハ
ノ
イ
校
の
際
立
っ
た

教
育
事
業
、
研
究
成
果
に
対

し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
勲
章
が
グ

エ
ン
・
テ
ィ
・
ゾ
ア
ン
国
家

副
主
席
か
ら
贈
ら
れ
た
。
来

賓
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、
日

髙
理
事
長
・
学
長
は
じ
め
各

国
の
協
定
校
代
表
が
カ
イ
ン

学
長
に
花
束
を
贈
呈
。
学
生

た
ち
が
歌
を
披
露
し
、
祝
賀

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
は
、

ハ
ノ
イ
市
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
設
置
さ
れ
、
ほ
か
の
国
立

大
学
よ
り
行
政
上
高
い
位
置

付
け
と
な
っ
て
い
る
。
同
国

を
代
表
す
る
高
等
教
育
機
関

と
し
て
優
れ
た
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
校
と
本

学
と
は
１
９
９
７
年
に
国
際

交
流
協
定
を
結
び
、
こ
れ
ま

で
特
別
聴
講
生
２０
人
が
本
学

に
留
学
し
て
い
る
。

本
学
は
、
学
生
部
セ
ミ
ナ

ー
「
ベ
ト
ナ
ム
へ
行
こ
う
」

を
２
０
０
８
年
と
０９
年
に
実

施
（
１１
年
も
実
施
予
定
）
。

あ
わ
せ
て
学
生
２５
人
が
参

加
、
ハ
ノ
イ
校
の
学
生
た
ち

と
交
流
を
深
め
て
き
た
。

今
回
の
訪
問
で
も
、
フ
ァ

ン
・
フ
ン
・
ホ
ア
ン
さ
ん

（
０４
～
０６
年
特
別
聴
講
生
、

０８
年
外
国
人
客
員
研
究
員
と

し
て
来
学
し
、
現
在
は
ハ
ノ

イ
校
の
教
員
と
し
て
活
躍
）、

フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
・

ミ
ン
さ
ん
（
０９
～
１０
年
特
別

聴
講
生
）
、
フ
ァ
ム
・
レ
ー

・
ザ
・
フ
ォ
ン
さ
ん
（
同
）

ら
本
学
に
学
ん
だ
留
学
生
が

空
港
で
の
出
迎
え
、
式
典
や

ハ
ノ
イ
市
の
見
学
に
際
し
て

通
訳
を
務
め
る
な
ど
温
か
い

も
て
な
し
が
あ
っ
た
。

専
修
大
学
の
国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
人
文
社
会

科
学
大
学
∥
以
下
ハ
ノ
イ
校
∥
（
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
カ
イ
ン
学
長
）
が
今
年
創
立

６５
周
年
を
迎
え
た
。
記
念
式
典
が
１１
月
に
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
、嶋
根
克
己
人
間
科
学
部
教
授
ら
が
参
列
し
た
。日
髙
理
事
長
・
学
長
は
、

同
大
学
と
の
国
際
交
流
協
定
校
代
表
者
が
参
加
し
た
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
日
本

の
大
学
か
ら
唯
一
出
席
。
参
加
大
学
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
講
演
を
す
る
な
ど
、
本

学
と
の
友
好
関
係
の
深
さ
を
印
象
付
け
た
。

旧
司
法
試
験
・
公
認
会
計
士
試
験
合
格
者
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

川
島
元
総
長
の
足
跡
た
ど
る
展
示
開
催
／
神
田
神
保
町
探
索
「
梅
の
湯
」
…
…
❸

大
学
生
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド

専
大
か
ら
２
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
❹

オ
ー
ル
専
修
で
応
援
に
行
こ
う
！
「
箱
根
駅
伝
特
集
」
…
…
…
…
…
…
…
…
❻
❼

中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
菊
池
さ
ん
が
県
大
会
２
位
…
❽

国
際
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
留
学
生
が
市
民
と
交
流
…
…
…
…
❾

専
修
大
学
創
立
１
３
０

周
年
記
念
映
画
『
学
校
を

つ
く
ろ
う
』
の
完
成
披
露

試
写
会
が
１２
月
１２
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
学
生
、
育
友
会
の
ご

父
母
、
校
友
ら
大
学
関
係

者
、
企
業
、
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣

の
方
々
な
ど
３
０
０
人
が

鑑
賞
。
終
了
す
る
と
感
動

の
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た

∥
詳
細
は
次
号
掲
載
。

日
髙
義
博
理
事
長
・
学

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
キ

ャ
ス
ト
の
舞
台
あ
い
さ
つ

で
は
、
出
演
者
の
三
浦
貴

大
さ
ん
、
池
上
リ
ョ
ヲ
マ

さ
ん
、
橋
本
一
郎
さ
ん
、

柄
本
時
生
さ
ん
、
近
衛
は

な
さ
ん
と
神
山
征
二
郎
監

督
、
原
作
者
の
志
茂
田
景

樹
さ
ん
の
７
人
が
登
壇
。

会
場
を
沸
か
せ
た
。

映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
は
、
志
茂
田
さ
ん
の

小
説『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』

を
原
作
に
、
本
学
の
創
立

者
４
人
（
相
馬
永
胤
、
田

尻
稲
次
郎
、
目
賀
田
種
太

郎
、
駒
井
重
格
）
の
青
春

時
代
を
活
写
。
戊
辰
戦
争

で
は
幕
府
側
と
新
政
府
側

に
分
か
れ
て
戦
っ
た
彼
ら

が
明
治
初
期
、
米
国
留
学

で
出
会
い
、
友
情
を
は
ぐ

く
み
、
武
力
で
は
な
く
学

問
の
力
で
日
本
を
変
え
よ

う
と
、
手
を
携
え
奔
走
す

る
姿
を
描
い
た
。

来
年
２
月
１９
日
か
ら
東

京
（
有
楽
町
ス
バ
ル
座
、

１
０
９
シ
ネ
マ
ズ
グ
ラ
ン

ベ
リ
ー
モ
ー
ル
）
、
札
幌

（
デ
ィ
ノ
ス
シ
ネ
マ
ズ
札

幌
劇
場
）
、
名
古
屋
（
ゴ

ー
ル
ド
劇
場
）
な
ど
を
皮

切
り
に
順
次
ロ
ー
ド
シ
ョ

ー
さ
れ
る
。

な
お
来
年
１
月
に
も
川

崎
市
で
市
在
住
、
在
勤
者

を
対
象
に
し
た
特
別
試
写

会
（
定
員
１
０
０
人
）
が

行
わ
れ
る
。

▽
日
時
∥
１
月
２４
日（
月
）

１８
時
３０
分
開
演
（
１７
時
４５

分
開
場
）
▽
場
所
∥
川
崎

市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽
問

い
合
わ
せ
∥
☎
０３
（
３
２

６
５
）
５
８
１
９
専
修
大

学
広
報
課

１２
月
４
日
、
川
崎
市
の
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ

る
第
３８
回
定
期
演
奏
会
が
開
か
れ
た
∥
写
真
。

同
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
は
今
回
で
５
回
目
、
指
揮
は
国

内
外
で
活
躍
す
る
松
沼
俊
彦
氏
。
演
奏
曲
目
は
Ｊ
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
の
喜
歌
劇「
こ
う
も
り
」序
曲
、
グ
ノ
ー
の

バ
レ
エ
音
楽「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第

１
番
ハ
短
調
作
品
６８
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
・

ハ
ン
ガ
リ
ア
舞
曲
第
５
番
。
演
奏
終
了
後
、
約
１
２
０
０

人
の
聴
衆
か
ら
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

今
回
の
演
奏
曲
目
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
趣
向
。

伊
藤
俊
幸
代
表
（
法
３
）
を
は
じ
め
約
１
０
０
人
の
メ
ン

バ
ー
が
厳
し
い
練
習
を
重
ね
た
成
果
が
実
を
結
び
、
聴
く

人
の
心
を
魅
了
し
た
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

▲

嶋
根
教
授
を
囲
ん
で
フ
ァ

ム
・
レ
ー
・
ザ
・
フ
ォ
ン

さ
ん
（
左
）と
フ
ァ
ム
・
テ

ィ
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ン
さ
ん

「
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ

人
文
社
会
科
学
大
学
」創
立
６５
周
年

「交流は多角的視野持つ人材を育成」

映画『学校をつくろう』完成披露試写会に３００人

東京・名古屋・
札幌を皮切りに

趣
の
異
な
る
３
曲
を
披
露

日髙理事長・学長 記念式典に参加

２２月月１１９９日日公公開開

▲

ハ
ノ
イ
校
と
協
定
を
持

つ
学
長
ら
が
参
加
し
た

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム

▶

専
修
大
学
「
黒
門
」
前
に
勢
ぞ
ろ
い

し
た
出
演
者
た
ち

▶

カ
イ
ン
学
長
（
左
）
に
花
束
を
贈
る
日
髙
理
事
長
・
学
長
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